佐世保市通所型支え合いサービスマニュアル

（定義）
有償・無償のボランティア等により提供される住民主体による支援。

（内容）
住民主体による要支援者等を中心とした定期的な利用が可能な自主的な通いの場づくり。

（対象者）
①要支援１、要支援２及び事業対象者
[bookmark: _GoBack]②要介護認定による介護給付に係る居宅サービス、地域密着型サービス及び施設サービス並びにこれらに相当するサービスを受ける前から佐世保市通所型支え合いサービスまたは佐世保市訪問型支え合いサービスを継続的に利用する居宅要介護被保険者
上記①及び②について、以下、「対象者」という。

（参加者）
　６５歳以上の高齢者

（事業内容）
　・体操・運動等の活動
　・趣味活動等を通じた日中の居場所づくり
　・定期的な交流会、サロン
　・その他市長が認めるもの

（補助団体の条件）
①サービス従事者が５人以上いること
②３か月以上継続して月２回以上の活動実績があること
③月３回以上の活動を目標とすること
④１回の開催時間が２時間以上であること
⑤１回あたり概ね１０人以上参加していること
⑥介護予防サービス計画または介護予防ケアマネジメントに、同サービスが位置付けられた対象者が、６５歳以上の参加者の概ね半数以上いること

（利用料）
　・参加者から利用料を徴収する場合は、低廉な利用料とする。
　・お茶・お菓子などの食糧費の実費は参加者の負担とする。

（地域に対しオープンな活動ができる、行政や地域包括支援センターと協働できる）
　・市は、補助対象となったグループの情報を公開し、各地域包括支援センター、市民に対し情報提供を行う。
・地域包括支援センターから依頼された対象者は、特別な理由がない限り受け入れること。
　・地域包括支援センターから依頼された対象者が、利用開始した際、地域包括支援センターより利用開始証明書の発行依頼を受けた場合は、速やかに対応すること。

（事故対応）
　・事故が発生した場合は、地域包括支援センター、参加者の家族、関係者等に連絡し、必要な措置を講じる。
　・事故が発生した場合は、事故の状況および事故に際してとった処置について記録する。
　・賠償すべき事故が発生した場合は、損害賠償を速やかに行う。

（苦情対応）
　参加者およびその家族から苦情があった場合は、迅速かつ適切に対応する。

（秘密保持）
　サービス提供従事者、またはサービス提供従事者であった者は、業務上知りえた秘密を漏らすことがないようにする。

（提供体制）
　・市・地域包括支援センターからの連絡に常時対応できる体制を有していること。
・地域包括支援センターにおいて、アセスメントを実施し、介護予防サービス計画、または、介護予防ケアマネジメントに位置づけられたサービスを提供する。
・利用の中止、長期の欠席など、参加者の状況に変化があった際は、適宜サービス提供者から地域包括支援センターに報告をする。
・サービスの提供に必要な設備・備品を有して行う。
・参加者に危険が伴うような強い負荷を伴わないよう配慮すること。
・サービスを提供する前に体調確認を本人と行う。
・サービス提供従事者は生活支援等サポーター養成講座を受講する。
・責任者２名とその他のサービス提供従事者が参加人数に応じた人数で対応する。

（清潔保持）
・従事者の清潔の保持および健康状態について必要な管理を行う。
　
（緊急時の対応）
　・サービス提供時に参加者に病状の急変等が生じた場合は、速やかに主治医へ連絡を行う等、必要な措置を講ずる。

（記録の整備）
　・補助事業の実施に関し必要な事業記録簿、金銭出納簿
　・活動報告書、収支報告書等の補助対象事業実施に係る記録
　
（サービスの休止又は廃止の届出等）
　・サービスを廃止し、又は休止しようとするときは、サービス利用者の承諾を得たうえで、廃止又は休止の日の一月前までに、市に届け出ること。

